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日

号
外

ペ
ー
ジ

一
〇

災
害
対
策
基
本
法
第
二
条
第

五
号
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総

理
大
臣
が
指
定
す
る
指
定
公

共
機
関
の
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
八
40

四
九

一
一

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る

法
律
施
行
令
第
五
条
第
一
項

第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

博
物
館
、
美
術
館
、
図
書
館

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施

設
で
あ
っ
て
、
保
有
す
る
歴

史
的
若
し
く
は
文
化
的
な
資

料
又
は
学
術
研
究
用
の
資
料

に
つ
い
て
同
令
第
六
条
の
規

定
に
よ
る
適
切
な
管
理
を
行

う
も
の
を
指
定
す
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
八
40

四
九

〇
内
閣
府
、
財
務
省

一

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法

第
十
九
条
第
一
項
第
五
号
の

規
定
に
基
づ
き
主
務
大
臣
が

定
め
る
も
の
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

二
四
36

八

〇
国
家
公
安
委
員
会

四

道
路
交
通
法
第
百
十
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
自
動
車

専
用
道
路
を
指
定
す
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

一
〇

二

五

駆
動
補
助
機
付
自
転
車
の
型

式
認
定
番
号
を
指
定
し
た
件

二
七
39

七

六

普
通
自
転
車
の
型
式
認
定
番

号
を
指
定
し
た
件

二
七
39

七

七

原
動
機
を
用
い
る
身
体
障
害

者
用
の
車
い
す
の
型
式
認
定

番
号
を
指
定
し
た
件

二
七
39

八

〇
特
定
個
人
情
報
保
護
委

員
会

一

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る

法
律
施
行
令
第
十
三
条
の
規

定
に
基
づ
く
事
務
所
の
場
所

を
告
示
す
る
件

三

二

二

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報

の
公
開
に
関
す
る
法
律
施
行

令
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
行
政
文
書
の
開
示

に
係
る
権
限
又
は
事
務
の
一

部
委
任
を
告
示
す
る
件

三

二

三

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
令
第
二
十
二
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く
委
員
長
の

所
掌
に
係
る
権
限
又
は
事
務

の
一
部
委
任
を
告
示
す
る
件

三

二

〇
金

融

庁

五

本
庁
監
理
金
融
商
品
取
引
業

者
等
を
指
定
す
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

三

二

六

保
険
業
法
第
二
百
九
条
の
規

定
に
よ
る
届
出
に
関
す
る
件

七

二

七

銀
行
法
施
行
規
則
第
十
九
条

の
二
第
一
項
第
五
号
ニ
等
の

規
定
に
基
づ
き
、
自
己
資
本

の
充
実
の
状
況
等
に
つ
い
て

金
融
庁
長
官
が
別
に
定
め
る

事
項
の
全
部
を
改
正
す
る
件

一
八
32

九

八

信
用
金
庫
法
施
行
規
則
第
百

三
十
二
条
第
一
項
第
五
号
ニ

等
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
己

資
本
の
充
実
の
状
況
等
に
つ

い
て
金
融
庁
長
官
が
別
に
定

め
る
事
項
の
全
部
を
改
正
す

る
件

一
八
32

五
七

九

協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

六
十
九
条
第
一
項
第
五
号
ニ

等
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
己

資
本
の
充
実
の
状
況
等
に
つ

い
て
金
融
庁
長
官
が
別
に
定

め
る
事
項
の
一
部
を
改
正
す

る
件

一
八
32

九
三

一
〇

信
用
金
庫
法
第
八
十
九
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀

行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定

に
基
づ
き
、
信
用
金
庫
及
び

信
用
金
庫
連
合
会
が
そ
の
保

有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し
自

己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適

当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
た
め
の
基
準
及
び
協
同

組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関

す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第

十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ

き
、
信
用
協
同
組
合
及
び
信

用
協
同
組
合
連
合
会
が
そ
の

保
有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し

自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
が

適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
た
め
の
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
八
32

J
I
L

一
一

保
険
業
法
第
二
百
九
条
の
規

定
に
よ
る
届
出
に
関
す
る
件

二
五

二

一
二

顧
客
分
別
金
信
託
に
つ
い
て

信
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
有

価
証
券
等
を
指
定
す
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

二
六
38

二
一

一
三

保
険
業
法
施
行
規
則
第
五
十

六
条
の
二
第
二
項
第
五
号
等

の
規
定
に
基
づ
く
保
険
会
社

等
の
子
会
社
が
営
む
こ
と
が

で
き
る
業
務
か
ら
除
か
れ
る

業
務
等
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
八

二

一
四

保
険
業
法
施
行
規
則
第
八
十

六
条
の
二
等
の
規
定
に
基
づ

き
保
険
会
社
の
資
本
金
、
基

金
、
準
備
金
等
及
び
通
常
の

予
測
を
超
え
る
危
険
に
相
当

す
る
額
の
計
算
方
法
等
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
八
40

四
九

〇
金
融
庁
、
法
務
省

一

社
債
等
登
録
法
施
行
令
第
一

条
第
一
項
の
会
社
並
び
に
社

債
等
登
録
法
施
行
規
則
第
十

二
条
第
一
項
の
登
録
機
関
及

び
そ
の
支
店
の
指
定
に
関
す

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
四

二

〇
金
融
庁
、
法
務
省
、

財
務
省

一

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関

す
る
法
律
第
四
十
四
条
第
一

項
第
十
三
号
の
規
定
に
基
づ

き
口
座
管
理
機
関
を
指
定
す

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

七

二

〇
金
融
庁
、
財
務
省

一

金
融
商
品
取
引
業
に
付
随
す

る
業
務
に
関
す
る
金
銭
又
は

有
価
証
券
が
顧
客
資
産
と
な

る
も
の
を
指
定
す
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
六
38

二
一

二

貸
借
対
照
表
の
負
債
の
部
に

計
上
さ
れ
る
べ
き
金
額
の
合

計
額
を
基
準
と
し
て
計
算
し

た
金
額
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
八
40

四
九

〇
金

融

庁
、
財
務
省
、

経
済
産
業
省

一

経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内

閣
府
関
係
株
式
会
社
商
工
組

合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則
第

八
十
三
条
第
一
項
第
五
号

ニ
、
第
八
十
四
条
第
三
号
ハ

及
び
第
八
十
六
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
自
己
資
本
の
充
実

の
状
況
等
に
つ
い
て
経
済
産

業
大
臣
、
財
務
大
臣
及
び
金

融
庁
長
官
が
別
に
定
め
る
事

項
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
八
32

J
I
L

〇
金
融
庁
、
厚
生
労
働
省

一

労
働
金
庫
法
施
行
規
則
第
百

十
四
条
第
一
項
第
五
号
ニ
等

の
規
定
に
基
づ
き
、
自
己
資

本
の
充
実
の
状
況
等
に
つ
い

て
金
融
庁
長
官
及
び
厚
生
労

働
大
臣
が
別
に
定
め
る
事
項

の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
八
32

J
J
J

›


		2014-03-09T14:38:28+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




